
地域再生計画 
 
１． 地域再生計画の申請主体の名称 
    奈良県生駒郡平群町 
 
２． 地域再生計画の名称 

  観光・歴史・農業・文化交流拠点地域再生計画 
 
３． 地域再生の取組を進めようとする期間 
    始 期   平成１６年度 
    終 期   平成３０年度 
 
４． 地域再生計画の意義及び目標 
    平群町は、丘陵に囲まれた奈良盆地の西北部に位置し、西側に大阪府

と分ける信貴生駒山系の斜面があり、東側にやや低い矢田丘陵の斜面が

続き、中央に竜田川中流の河岸地帯が広がるなだらかな地形をなしてい

る。奈良市・大阪市の中心部へともに１時間足らずで到達することがで

き、京阪奈都市圏の一角を構成する恵まれた地理的立地的条件にある。 
    産業面においては、農業振興を行政の重要な柱の一つとして位置付け、

農業構造改善事業や県営農地開発事業等を導入し、積極的な農業投資や

農業基盤整備が行われている。専業農家率は奈良県の値と比較しても特

に高く、農業後継者にも恵まれている。本町における農業は、菊の産地

としての知名度が高く農業に対する振興策が積極的に進められ、その結

果大阪都市圏における近郊農業の一大基地に成長し、花卉・花木などに

おいて奈良県下１位の産地になっている。 
  近年では、菊に加え、バラの生花やブドウ・メロン等の果樹栽培も盛

んになっており、本町の農業は多彩な展開をみせている。 
また、この地は５～７世紀に古代豪族「平群氏」が本拠した地といわ

れ、町内には聖徳太子の創設と伝えられる信貴山朝護孫子寺、役の行者

の修行地で知られた鳴川千光寺など４０寺院、２２神社、古墳６４基と

名所・旧跡が数多くある。なかでも、朝護孫子寺の国宝「信貴山縁起絵

巻」や長屋王の墓・吉備内親王の墓は特に有名で、これ以外にも国指定

史跡である烏土塚古墳、国指定有形民俗文化財である生駒十三峠の十三

塚等が知られている。このように本町は生駒山地・矢田丘陵等の自然や

数々の郷土の歴史的遺産に恵まれた大都市近郊の農業地域としての性格

と、大都市のベットタウンとしての大きく２つの性格を持っている。 



  

  

しかしながら、比較的小規模な集落が分散していた都市が、昭和４０

年代以降の急激な市街地の拡大により、その姿が大きく変貌し、都市全

体としてのまとまりや、中心地区等における都市機能集積を遅らせる結

果となっている。 
 そこで、今後は都市近郊農業地域としての恵まれた地域条件を活用し

た観光農業を促進し、農業の一層の振興に努め、都市住民との交流を深

め、都市社会との連携・共存を図ることが必要である。また、現在は半

ば潜在化している郷土の自然・歴史資源の有効活用を行うとともに、都

市基盤の整備をさらに進めることが課題である。 
加えて、平群町は、「たたみこも平群の山」と記紀や万葉集にも歌われ

たほど、山の起伏は自然環境の美しさを示している。本町では、郷土の

観光・歴史資源と町内鉄道各駅をネットワークするハイキング・散策ル

ートの設定を行い、町内には３つの歴史探訪コースが一定整備されてい

るが、日本の古代史を考察する上でも非常に重要な史跡（長屋王墓、烏

土塚古墳等）が、意外にも広く知られていないのが現状である。今後は、

これら郷土の観光・歴史資源の有効活用とあわせて、本町の特性である

花卉・花木などの農業や豊かな里山の自然環境を活用した新たな観光拠

点の形成により交流人口の増大を図る必要がある。 
あわせて、平群駅周辺地区の土地区画整理事業による駅前広場の整備

も含めた都市基盤整備を行い、土地の有効活用・有効利用を図るために

高度利用を促進し、民間企業の進出も含めた中心市街地における商業機

能の活性化、地域の人材雇用の促進を図るものである。また、平群町の

観光・歴史の玄関口としてふさわしい整備や町内外からの鉄道・自動車

でのアクセスの向上を図るものである。 
そのため、新たな観光拠点として、西部地域の基幹産業である農業振

興に直結するファーマーズマーケット、豊かな里山の自然環境を活用し

た体験・学習型の観光・レクリエーション拠点を整備するとともに、観

光アクセス・ネットワークの形成と強化のため西和広域農道（愛称 信

貴フラワーロード）を活用したアクセスルートの充実に取組むものであ

る。 
同時に、閉所された診療所施設を活用して（仮称）観光文化交流館を

整備し、観光・歴史・農業・文化の情報の核として位置付け、町内のイ

ベント・行事等の情報発信を行い、「心豊かな文化の薫るふるさとづくり」

の拠点となるよう目指すものである。 
 都市の活力は、産業活動を始めとする人々の営みと交流等によっても

たらされる。経済の高度成長から安定成長の時代を迎えた今日では、地



  

  

域社会と産業の調和のある発展を目指さなければならず、地域になじむ

活力ある産業社会の形成がもとめられている。このため、本町の大きな

特性の一つである基幹産業の花卉園芸を主体とする農業を基軸に、地域

産業の生産基盤整備・拡充をはじめ、経営基盤の確立や交流の場として

の農業を創出していくため、雇用農業の推進など振興策の展開を図る。 
また、観光レクリエーションの充実・拡充や、観光レクリエーション

と農業の連携等大都市近郊の自然や歴史資源に恵まれた立地条件を活用

して多面的展開を図り、地域経済の活性化と雇用の促進に取組むもので

ある。 
 
５． 地域再生計画の実施が地域に及ぼす経済的社会的効果 
    本計画は、 

① 本町が積極的に推進する農業施策に注目し、西山間部を中心とした新た

な観光拠点（ファーマーズマーケット）を形成して、菊やバラをはじめ、

町内で生産された苺・メロン、ぶどう等を供給し、生産者と消費者のつ

ながりを持たせ、さらには、自然環境を活用した体験・学習施設を通じ

て、作る・育てることの楽しみ・喜びを体感できるものである。現在、

町内のくまがしステーション（道の駅）で毎朝行われる青空市は特に盛

況であり、年間約１８万人が訪れ、約２億円の売上げを誇っている。く

まがしステーションは、地域の食材を活かした加工部門・それらの供給

のレストラン部門・地域の食材を直販する青空市部門、及び情報部門で

構成されている。この施設とファーマーズマーケットや体験・学習型の

施設との連携を持たせることにより、新たに２万人規模の交流人口を生

み出せるものである。 
② また、現在推し進めている平群駅周辺整備事業では、地区内の計画人口

を約１，２００人（平成１６年４月１日現在 約５００人）とし、都市

基盤整備による定住者の確保と合わせて、町税の増収約１億円が見込ま

れる。平群西線建設事業においても、町内外から本町の玄関口である平

群駅へのアクセスの向上が図れ、同時に年間約１１６万人が訪れる本町

の一大観光拠点である信貴山へは、従来は近隣の三郷町からのアクセス

が主であったが、国道１６８号線バイパスから、平群西線、県道平群信

貴山線、さらには平成１６年４月に全面供用開始された西和広域農道を

経て、観光ネットワークの強化が図れるものである。 
③ 観光・歴史・農業・文化の情報を（仮称）観光文化交流館を拠点とし

発信することにより、町内の観光・歴史資源の再発見や、さらには町

内で生産された農産物に対する認識が広まり、相乗効果としてリピー



  

  

ターの確保につながるものである。 
 
 これら、３つの施策をトータルに関連づけることによって、地域の活

性化と定住を促進し、町外から数多くの方を呼び込むことによる経済効

果を図ろうとするものである。 
 

６． 講じようとする支援措置の番号及び名称 
     １０４０１  公共施設の転用に伴う地方債繰上償還免除 

１０４０２  公共施設を転用する事業へのリニューアル債の措置 
    ２１２０１４  観光関係の施策連携（共通プラットホーム） 
    ２１２０１５  「地域再生支援チーム」の設置 
７． 構造改革特区の規制の特例措置により実施する取組その他の関連する事

業 
・ ファーマーズマーケット整備事業 

都市近郊農業地域としての恵まれた地域条件を活用した観光農業の

促進や農産物の生産技術を活かし、安全で新鮮な食材の産地直販等

を通じて、生産者と消費者のつながりを産み出し、また、都市住民

との交流を深めるため、新たな観光拠点として整備するものである。 
・ 体験・学習型の観光・レクリエーション拠点整備事業 

自然観察・農業体験等を通じて、作る・育てることの楽しみ・喜び

を体験できるようデーキャンプや炊事場等の機能を備えた拠点施設

を整備するものである。 
・ 平群駅周辺地区土地区画整理事業 

本町の玄関口である平群駅周辺地区は、町の中心地を形成していた

ところであるが、現在では都市的未利用地を抱かえ、都市基盤が未

整備のままであり、駅前広場の整備を含む都市基盤整備を行い、商

業機能の活性化、地域の人材雇用を図るものである。 
・ 平群西線建設事業 

本町の南北に広がる特性を受け、道路・鉄道のネットワークは南北

方向が主流で、東西方向は未発達な状態にあり、西山間部と平地部

を繋ぐ幹線道路として整備し、西和広域農道の活用とあわせて、観

光アクセス・ネットワークの形成と強化を図るものである。 
 
８． その他の地域再生計画の実施に関し地方公共団体が必要と認める事項 
 



別 紙 
 
１、 支援措置の番号及び名称 

１０４０１ 公共施設の転用に伴う地方債繰上償還免除 
 
２、 当該支援措置を受けようとする者 

奈良県生駒郡平群町 
 
３、 当該支援措置を受けて実施し又はその実施を促進しようとする取組の

内容 
町内には、宮内庁の陵墓や史跡指定を受けている古墳をはじめとし

て、国・県・町指定の多くの有形文化財が分布している。これら数多

くの貴重な文化財とそれらが今まで守り続けられてきた風土は、豊か

な緑とともに「ふるさとへぐり」を特徴づける住民の大切な共有財産

であり、今後も保全・継承していくことが地域住民の責務である。し

かし、一部文化財は十分に活用されていないのが現状で、今後、歴史

遺産・郷土文化の周知徹底を図り、継承意識の高揚に努める必要があ

り、郷土学習の素材として教育面でも一層の活用を行うことが必要で

ある。今回、公共施設の転用に伴う地方債繰上償還免除を受け、平成

１６年度から、閉所された診療所施設（平成１５年度）を、平群町の

歴史文化遺産の有効活用や、本町の特性である花卉、花木等の都市近

郊農業の促進、観光・歴史・農業・文化の情報発信を行うため、（仮称）

観光文化交流館へ改築するものである。構造的には、平家建とし、バ

リアフリーにも対応し、書架・備品関係については室内のゆとり・落

ち着き・明るさ・読みやすさを確保するためにも見通しのある書架高

さとして、計画するものである。同時に、本町の特徴である都市近郊

農業地域としての地位をさらに確実なものとし、より安全な食文化の

確立を目指した生産者と消費者のつながりを生み出すものである。 
（仮称）観光文化交流館を観光・歴史・農業・文化の情報の核として

位置付け、平群町にとっては、この（仮称）観光文化交流館が「心豊

かな文化の薫るふるさとづくり」の拠点となるよう情報の発信を行い、

町内の歴史・文化遺産の再発見や農産物の再認識につなげ、地域経済

の活性化と地域の人材雇用の促進につなげるものである。 
 
 
 



＜参考＞ 
  平群診療所建設事業の概要 
   建築面積   ２１３．７５㎡ 
   総床面積   ２０９．７５㎡ 
   構  造   鉄骨造 平家建 
   竣工年月日  昭和５４年３月３１日 
   現在の状況  平成１５年１０月末で閉鎖 
 
  事 業 費        ２９，５７９千円 
   県補助金         ２，４４７千円 
   地方債（病院事業債）  ２０，９００千円 
    うち 資金運用部資金 １７，９００千円  ① 
    うち 縁故資金     ３，０００千円  ② 
   一般財源         ６，２３２千円 
 

① 資金運用部資金について 
借  入 Ｓ５４年５月３１日 
償還期間 Ｓ５４年５月３１日～Ｈ２１年３月２５日 
現在高  ５，９５４，９９７円（Ｈ１６．３．２５現在） 

    ② 縁故資金について 
借  入 Ｓ５４年５月３１日 
償還期間 Ｓ５４年５月３１日～Ｈ元年３月２５日 

          （償還終了済） 

 



別 紙 
 
１、 支援措置の番号及び名称 

１０４０２ 公共施設を転用する事業へのリニューアル債の措置 
 
２、 当該支援措置を受けようとする者 

奈良県生駒郡平群町 
 
３、 当該支援措置を受けて実施し又はその実施を促進しようとする取組の

内容 
町内には、宮内庁の陵墓や史跡指定を受けている古墳をはじめとし

て、国・県・町指定の多くの有形文化財が分布している。これら数多

くの貴重な文化財とそれらが今まで守り続けられてきた風土は、豊か

な緑とともに「ふるさとへぐり」を特徴づける住民の大切な共有財産

であり、今後も保全・継承していくことが地域住民の責務である。し

かし、一部文化財は十分に活用されていないのが現状で、今後、歴史

遺産・郷土文化の周知徹底を図り、継承意識の高揚に努める必要があ

り、郷土学習の素材として教育面でも一層の活用を行うことが必要で

ある。本計画の取組として、平成１６年度から、閉所された診療所施

設（平成１５年度）を、平群町の歴史文化遺産の有効活用や、本町の

特性である花卉、花木等の都市近郊農業の促進、観光・歴史・農業・

文化の情報発信を行うため、リニューアル債を活用して（仮称）観光

文化交流館へ改築するものである。構造的には、平家建とし、バリア

フリーにも対応し、書架・備品関係については室内のゆとり・落ち着

き・明るさ・読みやすさを確保するためにも見通しのある書架高さと

して、計画するものである。 
本町の特徴である都市近郊農業地域としての地位をさらに確実なも

のとし、より安全な食文化の確立を目指した生産者と消費者のつなが

りを生み出せるよう、この（仮称）観光文化交流館を観光・歴史・農

業・文化の情報の核となるよう整備し、平群町にとって、この（仮称）

観光文化交流館が「心豊かな文化の薫るふるさとづくり」の拠点とな

るよう情報の発信を行い、町内の歴史・文化遺産の再発見や農産物の

再認識につなげ、地域経済の活性化と地域の人材雇用の促進につなげ

るものである。 
 

  



＜参考＞ 
  地域活性化事業債に係る各種要綱等 

・地域経済新生事業等取扱等要領 
第２ 対象事業 
１． 地域経済新生 

   （４）商店街、土産品、観光文化施設等の活性化につながるＰＲコー

ナーの設置等の情報提供システム等の整備 

 



別 紙 
 
１、 支援措置の番号及び名称 

２１２０１４ 観光関係の施策連携（共通プラットホーム） 
 
２、 当該支援措置を受けようとする者 

奈良県生駒郡平群町 
 
３、 当該支援措置を受けて実施し又はその実施を促進しようとする取組の

内容 
都市近郊農業地域としての恵まれた地域条件を活用した観光農業を

促進し、農業の一層の振興に努め、都市住民との交流を深め、都市社

会との連携・共存を図ることが必要である。また、現在は半ば潜在化

している郷土の自然・歴史資源の有効活用を行い、都市基盤の整備を

さらに進めることが課題である。これらに対応するため、関係省庁や

経済団体とも十分連携を図り、情報の享受や的確かつ適正なアドバイ

スを求めるものである。 
 

 



別 紙 
 
１、 支援措置の番号及び名称 

２１２０１５ 「地域再生支援チーム」の設置 
 
２、 当該支援措置を受けようとする者 

奈良県生駒郡平群町 
 
３、 当該支援措置を受けて実施し又はその実施を促進しようとする取組の

内容 
都市近郊農業地域としての恵まれた地域条件を活用した観光農業を

促進し、都市住民との交流を深め、新たな観光拠点の形成や、豊かな

里山の自然環境を活用した体験・学習型の観光・レクリエーション拠

点の形成、（仮称）観光文化交流館の整備等、観光・歴史・農業・文化

といった幅広い施策分野に、有機的に連携した効果的な計画の実施を

図るため、「地域再生支援チーム」に適宜適切なアドバイスを求めるも

のである。 
 

 

 


